
発行可能株式総数
発行済株式の総数

株主数

大株主 

21,600,000株
8,692,652株

（自己株式62,598株を含む）

6,135名
（前期末比491名減）

株 主 名 持株数（百株） 持株比率（％）

若光株式会社 12,233 14.18
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 6,121 7.09
株式会社山梨中央銀行 2,680 3.11
若尾　富士男 2,659 3.08
若尾　磯男 2,078 2.41
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG (FE−AC) 

（常任代理人 株式会社三菱UFJ銀行） 1,942 2.25

株式会社376 1,898 2.20 
若尾　政男 1,527 1.77 
楽天証券株式会社 1,507 1.75
株式会社商工組合中央金庫 1,200 1.39

（注）持株比率は、自己株式625百株を控除して計算しております。

商号 リバーエレテック株式会社
RIVER ELETEC CORPORATION

設立 1951年3月9日
資本金 16億8,182万円
従業員数 72名
役員 代表取締役社長 若 尾 　 富 士 男

専務取締役 萩 原 　 義 久
常務取締役 高 田 　 泰 弘
取締役 雨 宮 　 正 人
社外取締役 武 井 　 義 孝
常勤監査役 大 柴 　 公 基
社外監査役 野 村 　 裕
社外監査役 門 田 　 隆 太 郎

本社所在地 〒407-8502
山梨県韮崎市富士見ヶ丘二丁目1番11号

WEBサイト http://www.river-ele.co.jp/
決算や会社について、より詳細な情報をご覧いただけます

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会 毎年3月31日

期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

株主名簿管理人

事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

公 告 方 法 当社ホームページに掲載する。（電子公告）
<http://www.river-ele.co.jp/>
ただし、事故その他の止むを得ない事由によって電子
公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

未払い配当金のお支払い、支払い明細等の発行に関するお問い合わせ

お手続き
お問い合わせ先

〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社　本店及び全国各支店

住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

証券会社でお取引をされている株主様
お手続きお問い合わせ先 お取引のある証券会社

特別口座に記録されている株主様
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

お手続きお問い合わせ先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

特別口座での留意事項 ①  特別口座では、株式の売却はできません。売却す
るには、証券会社にお取引の口座を開設し株式の
振替手続を行う必要がございます。

②  株券電子化前に名義書換を失念してお手元に他人
名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。
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株式の状況 Stock Information
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トップメッセージ Top Message 連結決算ハイライト Financial Highlights

トピックス Topics
　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し
あげます。平素は格別のお引き立てを賜り、心より厚く御
礼申しあげます。
　当第２四半期連結累計期間の売上高は、5G対応スマー
トフォンの他、IoT関連の通信モジュール向けを中心に小
型音叉型水晶振動子の販売が好調に推移したほか、MHz
帯の水晶振動子も医療、VR機器への販売が好調であり、
前年同期比36.3％増の34億77百万円となりました。また
利益面では、増収効果に加え、原価低減などによる収益
性の改善が見られたことから、営業利益は、6億2百万円、
経常利益は5億71百万円、親会社株主に帰属する四半期
純利益は5億10百万円となり、前年同期から2倍以上の増
益を達成することができました。
　当社の音叉型水晶振動子は、独創的なフォトリソ技術
と生産性からご評価をいただき、世界でも高いシェアを
獲得することができました。今後もこの強みを活かして
世界標準を目指し、リバーの存在価値を高めていきたい
と考えております。また、今後の超情報化社会で欠かせ
ない高周波ニーズにお応えする高精度・高信頼の水晶デ
バイスとして注目いただいているKoTカット製品は、概ね
計画通りの進捗となっております。2年～3年後の量産を
目指して、現在先端企業様にサンプルを提供しております。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、経営環境や
社会の在り方は変化しています。当社はこの時代の変化
をチャンスと捉え、人材、知財、設備、技術といった経
営資源を柔軟に配分し、経営効率を高めて対応していく
ことが重要であると考えています。
　当期の中間配当金につきましては、諸般の情勢を考慮

変化をチャンスに、
持続的な成長を

売上高

3,477百万円
前年同期比
36.3%増

経常利益

571百万円
前年同期比
157.5%増

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

510百万円
前年同期比
127.1%増

総資産
9,462百万円
純資産

3,292百万円

代表取締役社長　若尾富士男

音叉型水晶振動子とフォトリソ技術
　音叉型水晶振動子は、音叉の形
状をした水晶片が左右に振動する
屈曲振動によって、主に時計の基
準信号や機器の電源管理用途とし
て使われています。次世代通信規
格等の進展にともない、バッテ
リー搭載機器を長時間駆動させる
ための省電力ニーズが増加してい

るため、32.768kHzの低い周波数で発振する音叉製品の
需要が高まっています。当社の音叉型水晶振動子は、ミク
ロン単位の超微細加工を可能とする水晶フォトリソグラ
フィー技術によって、小型化や高信頼性を実現しています。
　フォトリソグラフィーとは、写真の現像の仕組みを応
用したパターンの作成技術で、感光剤を塗布した基板に
紫外線を照射し、回路パターン等を生成します。
　もともとは半導体製造技術として発展したフォトリソ
グラフィーの微細化ですが、水晶への適用には大きな課
題がありました。それは、半導体はシリコンウェハの片
面にパターンを重ねていくのに対し、水晶では立体抜き
打ち加工が必要なため、表裏両面からの加工が求められ
ることです。
　ブランクの薄型化や高強度設計、電極を側面に形成する
技術など、長年の水晶振動子の開発で培った水晶フォトリ
ソ技術を活かし、KoTカット製品のブランクにも応用でき
る微細加工技術に今後もご期待ください。

して、１株につき5円とさせていただきました。また、期
末の配当金につきましては、１株につき5円を予定してお
ります。今後も基本戦略に基づく施策を確実に実行し、
強固な経営基盤のもと、持続的な成長を遂げるリバーグ
ループを目指してまいります。
　株主の皆様におかれましては、引き続き倍旧のご支援、
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

2021年12月
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株式会社商工組合中央金庫 1,200 1.39

（注）持株比率は、自己株式625百株を控除して計算しております。

商号 リバーエレテック株式会社
RIVER ELETEC CORPORATION

設立 1951年3月9日
資本金 16億8,182万円
従業員数 72名
役員 代表取締役社長 若 尾 　 富 士 男

専務取締役 萩 原 　 義 久
常務取締役 高 田 　 泰 弘
取締役 雨 宮 　 正 人
社外取締役 武 井 　 義 孝
常勤監査役 大 柴 　 公 基
社外監査役 野 村 　 裕
社外監査役 門 田 　 隆 太 郎

本社所在地 〒407-8502
山梨県韮崎市富士見ヶ丘二丁目1番11号

WEBサイト http://www.river-ele.co.jp/
決算や会社について、より詳細な情報をご覧いただけます

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会 毎年3月31日

期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

株主名簿管理人

事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

公 告 方 法 当社ホームページに掲載する。（電子公告）
<http://www.river-ele.co.jp/>
ただし、事故その他の止むを得ない事由によって電子
公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

未払い配当金のお支払い、支払い明細等の発行に関するお問い合わせ

お手続き
お問い合わせ先

〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社　本店及び全国各支店

住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

証券会社でお取引をされている株主様
お手続きお問い合わせ先 お取引のある証券会社

特別口座に記録されている株主様
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

お手続きお問い合わせ先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

特別口座での留意事項 ①  特別口座では、株式の売却はできません。売却す
るには、証券会社にお取引の口座を開設し株式の
振替手続を行う必要がございます。

②  株券電子化前に名義書換を失念してお手元に他人
名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。
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